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2022・2023年度教研テーマ

（
２
面
に
つ
づ
く
）

　
第
65
回
学
校
代
表
者
協
議

会
が
11
月
３
日
（
金
）
17
時

～
19
時
45
分
、
４
日
（
土
）

９
時
30
分
～
16
時
30
分
、
学

校
法
人
自
由
学
園
（
東
京
都

東
久
留
米
市
）
の
記
念
講
堂

他
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
主
題

は
今
回
も
「
希
望
と
喜
び
に

生
き
る
―
新
た
な
転
換
期
に

立
つ
キ
リ
ス
ト
教
学
校
」
と

し
、
講
演
や
発
題
、
グ
ル
ー

プ
討
議
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
代
表
者
協
議
会
は
、
各
加

盟
学
校
法
人
の
教
学
・
経
営

に
責
任
を
持
つ
方
々
が
情
報

を
共
有
し
、
学
校
運
営
を
具

体
的
に
協
議
、
新
し
い
方
向

性
を
見
出
す
た
め
の
会
議
で

す
。

　
申
込
み
は
グ
ー
グ
ル
フ
ォ

ー
ム
ズ
へ
の
入
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
郵
送
さ
れ
た
開
催

要
項
、
ま
た
は
教
育
同
盟
Ｈ

Ｐ
（「
教
職
員
の
方
へ
」
→

「
同
盟
事
務
局
」
→
「
学
校

代
表
者
協
議
会
」）
に
記
載

の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
／
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。
申
込

締
切
は
10
月
20
日
（
金
）。

（
会
場
校
紹
介
）

自
由
学
園

　
自
由
学
園
は
１
９
２
１
年

に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ

っ
た
羽
仁
も
と
子
・
吉
一
夫

妻
に
よ
り
創
立
さ
れ
た
。
キ

リ
ス
ト
教
を
土
台
と
し
、

「
思
想
し
つ
つ　
生
活
し
つ

つ　
祈
り
つ
つ
」
と
い
う
理

念
の
も
と
人
間
教
育
を
実
践

し
て
い
る
。
自
由
学
園
の
校

名
は
、
新
約
聖
書
の
一
節

「
真
理
は
あ
な
た
た
ち
を
自

　
８
月
１
日
（
火
）
～
３
日

（
木
）
に
、
同
志
社
び
わ
こ

リ
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
て

第
10
回
中
堅
教
員
リ
ト
リ
ー

ト
（
節
目
研
修
）
が
、
４
年

ぶ
り
の
対
面
型
で
講
師
２

名
、
実
行
委
員
７
名
を
含
め

25
名
の
参
加
者
（
小
中
高
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
変

暑
い
中
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
多
忙
な
学
校
現
場
か
ら

離
れ
、
琵
琶
湖
々
畔
の
静
か

で
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
に

立
つ
素
晴
ら
し
い
施
設
で
豊

　
熊
本
地
震
か
ら
７
年
。
昨

年
の
宮
城
県
で
の
研
修
会
に

続
き
、
今
年
度
も
甚
大
な
被

害
を
受
け
、
復
興
を
果
た
そ

う
と
す
る
現
場
へ
赴
き
、
体

験
か
ら
の
学
び
を
目
的
と
し

た
研
修
会
を
企
画
。
ま
た
熊

本
地
震
だ
け
で
は
な
く
、
オ

プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
と
し
て

２
０
２
０
年
の
人
吉
市
・
球

磨
村
で
の
豪
雨
災
害
被
災
地

の
見
学
を
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
組
み
込
み
、
気
候
変
動
に

よ
る
風
水
害
に
つ
い
て
も
考

え
て
い
こ
う
と
計
画
し
て
お

り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
８
月
４
日

（
金
）、
台
風
６
号
が
奄
美

大
島
か
ら
東
へ

大
き
く
反
転

し
、
そ
の
ま
ま

九
州
へ
上
陸
す

る
進
路
予
報
が

発
表
さ
れ
ま
し

た
。
台
風
の
速

度
が
ジ
ョ
ギ
ン

グ
並
み
で
、
沖

縄
・
奄
美
地
方

で
は
停
電
や
飛

行
機
の
欠
航
な

ど
の
混
乱
が
伝
え
ら
れ
る
状

況
下
で
、「
災
害
支
援
」
と
銘
打
っ
た
研
修
会
を
強
行
し

か
な
研
修
を
行
な
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
研
修
の
対
象

は
中
堅
教
員
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
今
年
の
参
加
者
は
勤

務
年
数
が
３
年
か
ら
36
年
と

大
変
幅
広
く
、
世
代
を
超
え

た
共
通
課
題
に
つ
い
て
は
も

と
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
代

の
抱
え
る
課
題
の
共
有
や
意

見
交
換
な
ど
、
世
代
間
交
流

に
も
な
っ
た
研
修
と
な
り
ま

し
た
。

　
今
年
度
の
主
題
は
「
共
に

生
き
る
～
キ
リ
ス
ト
教
学
校

に
繋
が
る
希
望
と
喜
び
」
で

し
た
。
研
修
は
、
実
行
委
員

の
浅
里
愼
也
先
生
（
北
星
学

園
女
子
中
学
高
等
学
校
校

長
）
の
開
会
礼
拝
で
始
ま

り
、
そ
の
後
の
発
題
は
昨
年

に
続
き
、
中
根
広
秋
先
生

（
前
西
南
学
院
中
学
校
・
高

等
学
校
校
長
、
福
岡
音
楽
学

院
附
属
幼
稚
園
園
長
）
が
担

っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
中
根

先
生
は
、
初
日
の
発
題
の
中

で
、
人
が
共
に
生
き
て
い
く

た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が

自
分
の
弱
さ
を
認
め
、
そ
の

弱
さ
を
担
い
合
う
者
同
士
が

相
互
主
体
的
に
寄
り
添
い
、

ま
た
寄
り
添
わ
れ
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教

教
育
は
あ
え
て
弱
さ
を
誇
る

も
の
と
し
て
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
語
っ
て
下
さ
い
ま
し

た
。

　
二
日
目
の
発
題
で
は
、
中

根
先
生
が
止
揚
学
園
の
創
始

者
で
あ
る
福
井
達
雨
先
生
と

の
交
わ
り
の
中
で
学
ん
だ
こ

と
を
中
心
に
し
て
、
止
揚
学

園
の
玄
関
に
掲
げ
て
あ
る

「
見
え
る
も
の
に
で
は
な

く
、
見
え
な
い
も
の
に
目
を

注
ぐ
」（
コ
リ
ン
ト
人
へ
の

第
二
の
手
紙
４
章
18
節
）
こ

と
の
大
切
さ
、
そ
し
て
キ
リ

ス
ト
教
学
校
は
、
生
徒
と
共

に
、
同
僚
と
共
に
生
き
る
学

校
で
は
な
い
か
と
語
っ
て
下

さ
い
ま
し
た
。

　
発
題
後
に
も
た

れ
た
「
黙
想
の

時
」
は
、
誰
も
が

沈
黙
し
て
自
由
に

思
い
を
巡
ら
す
た

め
に
確
保
さ
れ
た

時
間
で
す
が
、
参

加
者
の
多
く
が
何

か
に
束
縛
さ
れ
る

こ
と
も
な
く
自
由

な
時
間
を
静
か
に

過
ご
す
こ
と
の
喜

び
と
意
義
を
感
じ
た
よ
う
で

し
た
。
ま
た
、
４
回
の
朝
・

夕
礼
拝
は
新
堀
真
之
牧
師

（
日
本
基
督
教
団
甲
東
教

会
）
が
担
っ
て
下
さ
り
、
発

題
と
相
乗
的
で
一
貫
性
の
あ

る
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
事
後
の
参
加
者
の
ア
ン
ケ

ー
ト
か
ら
、
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
が
大
変
満
足
さ
れ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
講
師

を
引
き
受
け
て
下
さ
い
ま
し

た
中
根
先
生
、
礼
拝
を
担
っ

て
下
さ
い
ま
し
た
新
掘
先

生
、
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
先
生
方
、
そ
の
先
生
方
を

送
り
出
し
て
下
さ
い
ま
し
た

職
場
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝

し
、
主
の
豊
か
な
祝
福
が
あ

り
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

�

村
瀬　
泉

（
西
南
女
学
院
中
学
校
・
高

等
学
校
校
長
、
中
堅
教
員
リ

ト
リ
ー
ト
実
行
委
員
）九州ルーテル学院大学の一室

からオンライン開催で実施

開
会
礼
拝　
浅
里
愼
也
氏

発
題　
中
根
広
秋
氏　

朝
・
夕
礼
拝　
新
堀
真
之
氏

　
団
塊
世
代
の
大
量
退
職
の
後

も
、
こ
れ
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
学
校

を
中
核
と
な
っ
て
支
え
て
き
た
力

あ
る
キ
リ
ス
ト
者
教
員
の
退
職
が

続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
踏

ま
え
る
と
、
少
子
高
齢
化
と
共
に

「
ブ
ラ
ッ
ク
問
題
」
に
さ
ら
さ
れ

る
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
最
重
要
課

題
は
、
入
学
者
の
確
保
と
共
に
、

よ
り
良
い
キ
リ
ス
ト
教
教
育
を
実

現
す
る
た
め
に
、
児
童
、
生
徒
、

学
生
を
愛
し
、
教
育
へ
の
情
熱
と

献
身
の
志
を
堅
持
し
た
若
手
の
キ

リ
ス
ト
者
、
あ
る
い
は
キ
リ
ス
ト

教
教
育
に
理
解
あ
る
者
を
得
る
こ

と
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
ち
ま
せ

ん
。

　
自
ら
遣
わ
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教

学
校
で
、
ま
た
教
育
同
盟
の
様
々

な
会
合
で
、
し
ば
し
ば
話
題
と
さ

れ
て
き
た
こ
と
は
、
後
継
者
不
足

で
あ
り
、
人
材
難
の
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
際
、
ず
っ
と
気
が
か

り
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
嘆
き

節
を
大
い
に
聞
か
さ
れ
る
こ
と
は

あ
っ
て
も
、
具
体
的
な
解
決
策
や

取
組
み
が
な
か
な
か
出
て
こ
な
い

こ
と
で
す
。

　
教
育
同
盟
に
連
な
る
す
べ
て
の

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、

大
学
で
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
教

育
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
、
社
会
の

第
一
線
で
活
躍
す
る
、
い
ろ
い
ろ

な
職
種
の
方
々
が
招
か
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
仕
事
の
魅
力
を
存
分
に
プ

レ
ゼ
ン
し
て
も
ら
う
こ
と
に
始
ま

り
、
職
業
体
験
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
な
ど
も
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
な
か
で
不
思
議
に

思
っ
て
き
た
こ
と
は
、
殆
ど
の
キ

リ
ス
ト
教
学
校
で
、
肝
心
要
の

「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
教
師
を
目

指
そ
う
」、「
聖
書
科
教
師
を
目
指

そ
う
」
と
い
う
主
題
が
、
正
面
か

ら
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

で
す
。

　
た
と
え
ば
、
看
護
師
、
消
防

士
、
客
室
乗
務
員
、
公
務
員
、
旅

行
会
社
、
商
社
、
金
融
な
ど
の
仕

事
を
紹
介
す
る
人
々
と
共
に
、
当

該
学
校
の
教
員
や
聖
書
科
教
師

が
、
講
師
と
し
て
立
つ
こ
と
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
事
実
、
毎
日
、
学
校
に
通
っ
て

く
る
児
童
、
生
徒
、
学
生
に
向
か

っ
て
、
あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も

な
い
こ
と
、
分
か
り
切
っ
た
こ
と

だ
か
ら
、
そ
ん
な
必
要
は
な
い
と

考
え
て
い
る
と
す
れ
ば
、
教
育
の

本
質
を
理
解
し
て
い
な
い
過
ち
と

言
え
ま
す
。

　
人
は
、
な
に
か
の
気
づ
き
を
与

え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
き
く

変
わ
り
ま
す
。
普
段
、
授
業
を
受

け
て
い
る
敬
愛
し
て
や
ま
な
い
教

員
か
ら
、「
余
は
如
何
に
し
て
基

督
教
学
校
教
師
に
な
り
し
乎
」
と

い
う
真
剣
な
証
言
を
聴
か
さ
れ
た

ら
、「
そ
う
だ
、
教
師
に
な
る
道

も
あ
る
ん
だ
」
と
の
驚
き
、
発

見
、
気
づ
き
を
与
え
ら
れ
る
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
「
ハ
ッ
と

し
て
、
な
る
ほ
ど
」
と
の
経
験
を

与
え
る
こ
と
が
、
後
継
者
養
成
の

た
め
の
種
蒔
き
と
な
る
の
で
す
。

　
世
間
で
「
ブ
ラ
ッ
ク
」
が
叫
ば

れ
る
な
か
、
否
、
そ
う
で
あ
れ
ば

こ
そ
、
使
徒
パ
ウ
ロ
が
「
わ
た
し

に
倣
う
者
と
な
り
な
さ
い
」（
コ

リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
一
４
章

16
節
、
11
章
１
節
）
と
告
げ
て
い

る
御
言
葉
を
心
に
刻
み
、
時
代
に

抗
し
て
教
師
と
し
て
歩
む
喜
び
、

恵
み
、
幸
い
を
、
大
胆
に
児
童
、

生
徒
、
学
生
に
向
か
っ
て
証
し
、

後
継
者
養
成
の
た
め
に
仕
え
る
者

で
あ
り
た
い
し
、
そ
の
よ
う
な
キ

ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
教
育
に
取
り
組

め
る
キ
リ
ス
ト
教
学
校
で
あ
り
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

�

〈
横
浜
英
和
学
院
理
事
長
〉

1111
月
３
日（
金
）４
日（
土
）

月
３
日（
金
）４
日（
土
）

第第
6565
回
学
校
代
表
者
協
議
会

回
学
校
代
表
者
協
議
会

嶋田順好嶋田順好

わたしに倣う者とわたしに倣う者と
なりなさいなりなさい

夏期研修会報告夏期研修会報告
〈全国開催〉〈全国開催〉

４年ぶりの対面型での開催

共に生きる
キリスト教学校に繋がる希望と喜び

第10回第10回
中堅教員リトリート中堅教員リトリート

熊本研修報告

第８回全国災害支援第８回全国災害支援
連絡会議連絡会議

（学）自由学園で開催

由
に
す
る
」
に
由
来
し
て
い

る
。
創
立
時
の
校
舎
、
明
日

館
（
西
池
袋
）
は
フ
ラ
ン
ク

・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
の
設
計

で
、
現
在
重
要
文
化
財
と
し

て
動
態
保
存
さ
れ
て
い
る
。

１
９
３
４
年
に
現
在
地
（
東

京
都
東
久
留
米
市
）
に
移

転
。
３
万
坪
の
校
地
に
幼
稚

園
か
ら
大
学
部
ま
で
の
一
貫

教
育
で
、
現
在
約
８
１
０
名

の
児
童
・
生
徒
・
学
生
が
在

籍
し
て
い
る
。
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た
こ
と
も
あ
り
、
屋
外
で
の

早
天
礼
拝
（
長
谷
川
洋
一
委

員
長
・
大
阪
女
学
院
副
理
事

長
）。
緑
豊
か
な
、
ま
た
川

の
せ
せ
ら
ぎ
や
鳥
の
さ
え
ず

り
の
中
、
神
を
賛
美
し
、
大

自
然
の
中
で
の
「
自
己
」
を

見
つ
め
る
時
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
水
口
洋
先
生

（
日
本
聾
話
学
校
理
事
長
）

に
よ
る
発
題
Ⅰ
「
疲
れ
を
覚

え
る
と
き
に
」。
水
口
先
生

か
ら
は
「
忙
し
さ
」「
疲

れ
」「
孤
独
」
な
ど
の
多
く

の
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
、
そ
の

サ
イ
ン
が
示
す
意
味
を
考
え

る
こ
と
を
示
唆
さ
れ
ま
し

た
。
発
題
を
受
け
た
「
振
り

返
り
と
静
ま
り

の
と
き
」
は
、

無
言
を
貫
き
つ

つ
自
己
と
向
き

合
う
、
こ
の
合

宿
の
中
心
と
も

い
え
る
思
い
思

い
の
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　
午
後
は
引
き

続
き
水
口
先
生

に
よ
る
発
題
Ⅱ

「
疲
れ
を
癒
す

た
め
に
」。「
自

リ
ス
ト
教
学
校
に
お
い
て
聖

書
科
教
育
が
問
わ
れ
て
い
る

こ
と
」
と
題
し
て
塩
谷
直
也

先
生
（
青
山
学
院
大
学
教

授
）
の
講
演
を
聴
き
ま
し

た
。「
教
育
は
特
殊
で
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
は
多
様
。

私
た
ち
は
不
十
分
で
あ
り
、

環
境
を
変
え
る
こ
と
で
子
ど

も
た
ち
が
咲
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
あ

る
」。
ま
た
サ
ウ
ル
と
ダ
ビ

デ
の
出
来
事
を
引
用
し
、

「
類
似
性
を
持
つ
人
に
妬
み

が
生
ま
れ
る
。『
愛
は
妬
ま

な
い
』
と
い
う
が
、
で
も
妬

む
。
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
伝

道
が
あ
る
」。「
優
れ
た
説
教

者
は
情
報
を
共
有
す
る
の
で

は
な
く
、
感
情
を
共
有
す

る
」
な
ど
の
お
話
が
印
象
的

で
し
た
。
さ
ら
に
ヨ
ハ
ネ
福

音
書
の
「
洗
足
物
語
」
で
の

「
わ
た
し
の
し
て
い
る
こ
と

は
、
今
あ
な
た
に
は
分
か
る

ま
い
が
、
後
で
、
分
か
る
よ

う
に
な
る
」（
ヨ
ハ
ネ
に
よ

る
福
音
書
13
章
７
節
）
と
い

う
イ
エ
ス
の
言
葉
を
引
用

し
、
神
の
な
さ
る
現
実
は
後

で
分
か
る
と
い
う
信
仰
に
立

つ
こ
と
の
大
切
さ
を
お
話
し

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た

「
正
し
い
者
は
…
一
人
も
い

な
い
」（
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ

の
手
紙
３
章
10
節
）
を
引
用

し
、「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

フ
ラ
ッ
ト
」
が
慰
め
を

与
え
る
、「
罪
責
感
と

い
う
〝
め
ぐ
み
〟」
に

よ
っ
て
私
た
ち
は
救
わ

れ
、
生
か
さ
れ
る
。
そ

し
て
「
大
き
な
働
き
を

な
さ
る
人
は
深
い
闇
を

抱
え
て
い
る
。
ど
う
ぞ

大
切
に
な
さ
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
の
先
生
の
言

葉
も
励
み
と
な
り
ま
し

て
全
国
の
参
加
者
が
熊
本
に

集
ま
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

考
え
、
急
遽
対
面
で
の
研
修

会
を
中
止
し
て
、
開
会
礼
拝

と
講
演
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

行
う
と
い
う
判
断
を
し
ま
し

た
。

　
８
月
７
日
（
月
）、
九
州

ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
一
室

か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
に

よ
る
第
８
回
全
国
災
害
支
援

連
絡
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。
開
会
礼
拝
で
は
九
州
ル

ー
テ
ル
学
院
大
学
の
チ
ャ
プ

レ
ン
崔
大
凡
（
チ
ェ
・
テ
ボ

ン
）
牧
師
に
よ
る
聖
書
朗

読
。
奨
励
「
絶
望
を
超
え

て
、
見
よ
う
」
で
は
、
不
幸

な
事
故
や
災
害
か
ら
目
を
背

け
る
の
で
は
な
く
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
教
訓
を
生
か

し
、
神
様
か
ら
与
え
ら
れ
た

子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
心
を
尽
く

し
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
会
場
の
九
州
ル
ー
テ
ル

学
院
大
学
の
福
田
邦
子
理
事

長
の
ご
挨
拶
で
は
、
熊
本
地

震
で
の
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教

育
同
盟
加
盟
校
か
ら
の
九
州

ル
ー
テ
ル
学
院
へ
の
支
援
へ

の
御
礼
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
続
い
て
、
日
本
福
音
ル
ー

テ
ル
広
島
教
会
の
立
野
泰
博

牧
師
よ
り
、「
震
災
か
ら
学

び
生
か
さ
れ
た
こ
と
」
と
題

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。「
平
時
が
非

常
時
の
鏡
で
あ
る
」
と
い
う

言
葉
か
ら
、
私
た
ち
は
平
時

に
何
を
想
定
し
、
何
を
準
備

し
て
い
る
の
か
？
と
問
い
、

防
災
・
減
災
に
大
切
な
こ
と

は
「
準
備
」
と
「
訓
練
」
そ

し
て
、
も
う
一
つ
大
切
な
こ

と
は
「
愛
」
で
あ
る
と
語
ら

れ
ま
し
た
。
熊
本
地
震
の
震

源
地
で
あ
る
南
阿
蘇
村
立
野

地
区
の
出
身
で
あ
る
立
野
牧

師
に
よ
る
講
演
で
は
東
日
本

大
震
災
・
熊
本
地
震
、
そ
し

て
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
脆
弱

と
な
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
構
築
へ
と
多
岐
に
わ
た
る

ご
経
験
が
語
ら
れ
、
愛
に
溢

れ
た
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

　
翌
日
、
台
風
接
近
の
直
前

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
実
行

委
員
は
南
阿
蘇
に
赴
き
、
７

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り

の
震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
Ｋ
Ｉ

Ｏ
Ｋ
Ｕ
や
阿
蘇
大
橋
の
崩
落

現
場
な
ど
を
巡
り
、
来
年
度

の
熊
本
研
修
再
挑
戦
へ
向
け

た
準
備
を
い
た
し
ま
し
た
。

巨
大
な
断
層
、
大
地
の
裂
け

目
、
阿
蘇
山
の
表
層
崩
壊
、

深
い
渓
谷
に
落
ち
た
橋
脚
。

雄
大
な
阿
蘇
の
自
然
を
前
に

し
て
人
間
の
無
力
さ
を
噛
み

締
め
つ
つ
、
キ
リ
ス
ト
教
学

校
が
愛
に
よ
っ
て
繋
が
っ
て

い
け
る
よ
う
、
来
年
度
の
熊

本
で
の
研
修
会
へ
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

�

田
太
郎

〈
東
洋
英
和
女
学
院
小
学
部

部
長
、
全
国
災
害
支
援
連
絡

会
議
実
行
委
員
長
〉

（
１
面
よ
り
つ
づ
く
）

震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
Ｋ
Ｉ
Ｏ

Ｋ
Ｕ
（
南
阿
蘇
村
）

早
天
礼
拝　

山さ
ん
じ
ょ
う
が
わ

上
川
沿
い
の
静
か
な
洞ど

ろ

川が
わ

温
泉　

お
膳
を
並
べ
て
の
食
事

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
神
奈
川

宿
、
関
内
地
区
、
山
手
地
区

を
訪
れ
る
上
で
の
大
変
よ
い

備
え
に
な
る
と
共
に
深
い
学

び
と
な
り
ま
し
た
。

２
日
目
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

（
神
奈
川
宿
の
高
札
）

講演　中島昭子氏 生徒による学校紹介

加
盟
校
動
静

聖
ス
テ
パ
ノ
学
園

　
創
立
70
周
年
を
迎
え
、
９

月
22
日
（
金
）
13
時
30
分
か

ら
記
念
礼
拝
・
記
念
式
典
と

コ
ン
サ
ー
ト
が
海
の
見
え
る

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

公　

募

※
特
記
の
な
い
採
用
予
定
日

は
24
年
４
月
１
日
で
す
。

▽
弘
前
学
院
大
学

▼
文
学
部

職
種
＝
心
理
学　
准
教
授
又

は
講
師
１
名

応
募
締
切
＝
10
月
20
日

問
合
せ
＝
☎0172-34-5211

▽
広
島
女
学
院
大
学

▼
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科

職
種
＝
日
本
語
学
・
日
本
語

教
育
学　
専
任
講
師
、
准

教
授
又
は
教
授
１
名

応
募
締
切
＝
10
月
27
日

▼
人
間
生
活
学
部
管
理
栄
養

学
科

職
種
＝
調
理
科
学　
専
任
講

師
又
は
准
教
授
１
名

応
募
締
切
＝
10
月
31
日

問
合
せ
＝
☎082-228-0380

▽
聖
望
学
園
中
学
校
・
高
等

学
校

職
種
＝
聖
書
科
主
任
又
は
副

チ
ャ
プ
レ
ン
（
専
任
講
師

／
特
任
教
諭
）
１
名

応
募
締
切
＝
10
月
31
日

問
合
せ
＝
☎042-973-1500

▽
明
治
学
院
中
学
校
・
東
村

山
高
等
学
校

職
種
＝
①
保
健
体
育
科　
専

任
教
員
１
名　
②
国
語
科

非
常
勤
講
師
２
～
３
名

応
募
締
切
＝
①
11
月
22
日
②

11
月
30
日
（
11
月
１
日
受

付
開
始
）

問
合
せ
＝
☎042-391-2142

▽
立
教
女
学
院
中
学
校
・
高

等
学
校

職
種
＝
①
情
報
科
②
数
学
科

③
理
科
（
生
物
）
常
勤
講

師
②
の
み
専
任
教
員
も　

①
③
各
１
名
②
若
干
名

応
募
締
切
＝
10
月
10
日

問
合
せ
＝
☎03-3247-0905

▽
東
洋
英
和
女
学
院
中
学
部

高
等
部

職
種
＝
英
語
科　
専
任
教
諭

１
名

応
募
締
切
＝
10
月
25
日

問
合
せ
＝
☎03-3583-0696

▽
横
浜
共
立
学
園
中
学
校
高

等
学
校

職
種
＝
英
語
科　
専
任
教
諭

１
名

応
募
締
切
＝
10
月
13
日

問
合
せ
＝
☎045-641-3785

▽
同
志
社
国
際
中
学
校
・
高

等
学
校

職
種
＝
数
学
科　
専
任
教
員

１
名

応
募
締
切
＝
10
月
13
日

問
合
せ
＝
☎0774-65-8911

▽
（
学
）
明
治
学
院

職
種
＝
専
任
職
員
（
事
務
総

合
職
）
若
干
名

応
募
締
切
＝
10
月
23
日

問
合
せ
＝
☎03-5421-5117

　
最
終
日
は
、
主
に
講
演
や

授
業
紹
介
、
そ
し
て
今
回
の

研
究
集
会
全
体
の
感
想
や
今

後
に
期
待
す
る
こ
と
等
が
共

有
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、

平
松
讓
二
全
国
委
員
長
（
同

志
社
女
子
中
学
校
・
高
等
学

校
）
か
ら
挨
拶
、
会
場
校
の

中
島
学
院
長
と
同
校
聖
書
科

の
藤
本
忍
委
員
か
ら
挨
拶
を

い
た
だ
き
、
平
松
委
員
長
の

閉
会
祈
祷
で
会
を
閉
じ
ま
し

た
。

　
会
場
を
ご
提
供
く
だ
さ
り

全
運
営
面
で
ご
奉
仕
く
だ
さ

っ
た
捜
真
学
院
の
皆
さ
ま
に

感
謝
す
る
と
共
に
、
多
く
の

学
び
と
出
会
い
と
交
わ
り
の

場
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と

を
神
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

�

大
久
保
直
樹

〈
宮
城
学
院
中
学
校
・
高
等

学
校
聖
書
科
、
全
国
聖
書
科

研
究
集
会
実
行
委
員
〉

た
。
さ
ら
に
「
あ
な
た
た
ち

の
中
で
罪
を
犯
し
た
こ
と
の

な
い
者
が
、
ま
ず
、
こ
の
女

に
石
を
投
げ
な
さ
い
」（
ヨ

ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
８
章
７

節
）
と
い
う
主
イ
エ
ス
の
言

葉
か
ら
黙
想
し
、
も
し
自
分

が
石
を
持
ち
帰
っ
た
者
で
あ

っ
た
と
し
た
ら
、
主
イ
エ
ス

に
よ
っ
て
私
た
ち
は
自
分
の

中
に
あ
る
罪
を
知
ら
さ
れ
る

と
共
に
赦
さ
れ
る
と
い
う
愛

を
知
る
こ
と
が
出
来
、
主
イ

エ
ス
の
救
い
と
福
音
を
語
る

よ
う
に
導
か
れ
て
い
る
と
お

話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
講
演
後
、
会
場
校
の
Ｖ
Ｓ

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
テ
ュ

ー
デ
ン
ト
、
在
校
生
３
名
と

卒
業
生
６
名
）
に
学
校
紹
介

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
校

舎
案
内
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
二
日
目
午
前
中
は
、
聖
学

院
中
高
と
桜
美
林
中
高
の
聖

書
科
授
業
紹
介
が
あ
り
、
各

校
の
沿
革
や
キ
リ
ス
ト
教
教

育
の
現
状
に
つ
い
て
の
共
有

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
捜

真
学
院
の
中
島
昭
子
学
院
長

よ
り
「
横
浜
の
キ
リ
ス
ト
教

史　
神
奈
川
か
ら
横
浜
へ
」

と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
特
に
キ
リ
ス
ト
教

関
係
に
詳
し
い
先
生
の
お
話

を
聴
く
こ
と
で
、
午
後
の
フ

　
８
月
17
日
（
木
）
～
19
日

（
土
）、
第
56
回
全
国
聖
書

科
研
究
集
会
が
66
名
の
参
加

者
を
得
て
捜
真
女
学
校
中
学

部
・
高
等
学
部
を
会
場
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
森
島

豊
先
生
（
青
山
学
院
大
学
教

授
）
の
開
会
礼
拝
に
続
い
て

会
場
校
校
長
の
中
山
謙
一
先

生
の
挨
拶
の
後
、「
今
、
キ

分
を
知
る
」
こ
と
、「
五
感

で
感
じ
る
」「
共
通
体
験
」

な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
、

時
に
は
音
楽
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
、「
教
育
共
同
体
」
に

属
す
る
私
た
ち
に
と
っ
て
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
が
示
さ
れ
、

「
振
り
返
り
と
静
ま
り
の
と

き
」
で
さ
ら
に
自
分
と
向
き

合
う
時
を
深
め
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
恒
例

の
自
由
時
間
、
親
し
く
な
っ

た
参
加
者
同
士
で
、
い
ろ
い

ろ
な
話
を
し
な
が
ら
散
策

（
と
い
う
よ
り
ハ
イ
キ
ン

グ
）
な
ど
、
身
も
心
も
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
す
る
活
動
の
時
間

と
な
り
ま
し
た
。
二
日
目
夜

は
「
話
し
合
い
の
と
き
」。

ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
を
時
折
組

み
替
え
な
が
ら
、
多
く
の
参

加
者
に
聴
き
、
思
い
を
共
有

す
る
時
を
持
ち
ま
し
た
。

　
最
終
日
は
「
ま
と
め
の
と

き
」。
こ
の
３
日
間
の
合
宿

を
振
り
返
り
つ
つ
、「
自
分

へ
の
手
紙
」
を
記
し
、
閉
会

礼
拝
（
磯
貝
曉
成
委
員
・
横

浜
英
和
学
院
学
院
長
）
を
も

っ
て
解
散
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場

へ
と
遣
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
昨
年
度
参
加

し
た
方
が
「
も
う
一
度
」
と

い
っ
て
参
加
、
昨
年
度
の
参

加
校
か
ら
別
な
先
生
が
参

加
、
校
内
で
誘
い
合
っ
て
参

加
と
い
う
よ
う
に
、「
参
加

者
の
広
が
り
」
を
見
せ
た
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は

「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
横
の

つ
な
が
り
」
の
広
が
り
を
意

味
す
る
と
同
時
に
、
こ
の
時

代
だ
か
ら
こ
そ
「
キ
リ
ス
ト

教
学
校
で
は
何
を
ベ
ー
ス
に

生
徒
と
相
対
し
て
い
く
か
」

と
い
う
基
本
的
な
問
い
に
対

す
る
答
え
を
「
共
に
考
え
る

場
」
の
一
つ
と
し
て
存
在
し

て
い
る
と
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

�

川
俣　
茂

〈
清
教
学
園
中
学
校
・
高
等

学
校　
中
学
宗
教
主
事
〉

　
第
３
回
目
と
な
っ
た
「
教

員
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
合
宿
」

（
教
育
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
推
進
委
員
会
主
催
）
が
、

８
月
10
日
（
木
）
～
12
日

（
土
）
の
２
泊
３
日
、
洞
川

温
泉
あ
た
ら
し
や
旅
館
（
奈

良
県
天
川
村
）
に
於
い
て
、

参
加
者
10
名
・
ス
タ
ッ
フ
６

名
の
計
16
名
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
度
は
施
設
の
都
合
で

16
時
30
分
開
会
と
な
り
、
遠

方
か
ら
の
参
加
者
も
比
較
的

ゆ
っ
た
り
集
合
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
台
風
６
号
に

よ
る
交
通
機
関
へ
の
影
響
も

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
無
事
到

着
し
、
２
泊
３
日
が
ス
タ
ー

ト
。
開
会
礼
拝
（
川
俣
茂
委

員
・
清
教
学
園
中
学
校
高
等

学
校
）の
後
、「
出
会
い
の
と

き
」
と
し
て
他
己
紹
介
の
時

を
持
ち
、
ス
タ
ッ
フ
の
不
安

を
よ
そ
に
、
参
加
者
は
す
ぐ

に
打
ち
解
け
て
い
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
天
候
に
恵
ま
れ

立
ち
止
ま
っ
て

　
　

自
分
を
再
発
見
し
よ
う

主題
第
３
回

第
３
回

教
員
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
合
宿

教
員
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
合
宿

今、キリスト教学校において
「キリスト教育」が問われていること

課
題

第56回第56回
全国聖書科研究集会全国聖書科研究集会

講演　塩谷直也氏
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を
持
つ
教
員
と

し
て
、
養
護
教

諭
を
は
じ
め
と

す
る
教
員
集
団

の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
を
し
な
が

ら
関
わ
ら
れ
ま

し
た
。
か
つ
て

手
探
り
で
取
り

組
ん
だ
こ
と

を
、
当
時
の
生

徒
の
思
い
と
す

り
あ
わ
せ
な
が
ら
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
関
西
地
区
の
夏
期
研

修
は
、
小
学
校
か
ら
大
学
ま

で
の
様
々
な
グ
レ
ー
ド
、
教

員
、
職
員
、
管
理
職
な
ど
様

々
な
職
位
が
共
に
学
ぶ
こ
と

が
出
来
る
ユ
ニ
ー
ク
な
研
修

で
す
。
特
に
初
日
と
二
日
目

に
設
定
さ
れ
て
い
る
グ
ル
ー

プ
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
互
い
に

思
い
や
悩
み
に
聞
き
あ
え
る

時
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
二

人
の
講
師
に
は
グ
ル
ー
プ
に

も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
疑

問
の
解
消
や
理
解
を
深
め
る

時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
参
加
者
に

と
っ
て
も
有
意
義
で
し
た

が
、
講
師
の
お
二
人
に
と
っ

て
も
刺
激
と
な
り
、
問
い
か

け
に
対
し
て
誠
実
に
向
き
合

う
こ
と
で
ご
自
身
の
成
長
に

つ
な
が
っ
た
と
感
じ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

　
二
日
目
の
午
前
中
は
、
最

初
に
二
人
の
講
師
へ
の
疑

問
、
質
問
へ
の
応
答
を
し
て

い
た
だ
い
た
後
、
土
井
氏
に

よ
る
聖
書
研
究
の
時
間
を
持

ち
ま
し
た
。
初
日
に
語
り
尽

く
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
補
い

つ
つ
、「
組
織
的
支
援
」
の

大
切
さ
と
情
報
の
共
有
の
困

難
さ
な
ど
に
も
触
れ
、
マ
ル

コ
に
よ
る
福
音
書
10
章
13
―

事
の
流
儀
」
に
２
度
も
取
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。「
抱

樸
」
と
は
、
原
木
・
荒
木
を

そ
の
ま
ま
抱
く
こ
と
を
意
味

し
て
い
ま
す
。
か
け
が
え
の

な
い
「
い
の
ち
」
で
あ
る

「
誰
か
」
と
出
会
い
、
あ
り

の
ま
ま
に
「
受
け
と
め
、
受

け
と
め
ら
れ
る
関
係
」
を
築

く
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま

す
。
困
窮
と
孤
立
が
深
刻
化

す
る
日
本
社
会
で
「
家
族
機

能
の
社
会
化
」
を
め
ざ
し
、

出
会
っ
た
人
々
の
「
出
会
い

か
ら
看
取
り
ま
で
」
と
い
う

人
生
支
援
を
続
け
て
い
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
で
す
。
困
窮
孤
立

状
態
で
亡
く
な
る
と
、
半
数

以
上
の
人
が
家
族
親
族
と
連

絡
が
取
れ
な
い
か
、
連
絡
が

つ
い
て
も
引
き
取
り
を
断
ら

れ
ま
す
。
講
師
が
牧
師
と
し

て
責
任
を
担
っ
て
い
る
東
八

幡
キ
リ
ス
ト
教
会
の
礼
拝
堂

横
に
納
骨
堂
が
あ
り
、
ホ
ー

ム
レ
ス
で
あ
っ
た
１
０
０
人

以
上
の
人
々
の
葬
儀
を
教
会

で
行
い
、
遺
骨
を
預

か
り
、
年
に
一
度
追

悼
の
時
を
持
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
抱
樸
」
で

は
、
北
九
州
の
指
定

暴
力
団
本
部
事
務
所

の
跡
地
を
買
い
取

り
、「
希
望
の
ま

ち
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
開
始
。
単
身
世
帯

の
増
加
に
伴
い
、
孤

立
化
が
進
む
中
、
ま

（
４
面
に
つ
づ
く
）

ち
を
大
き
な
家
族
と
捉
え
、

「
助
け
て
」
と
言
え
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
ざ
し
て
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
機
能

を
持
つ
施
設
の
建
設
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
講
演
の
後
７
つ
の
分
団
に

分
か
れ
、
グ
ル
ー
プ
討
議
を

行
な
い
ま
し
た
。

　
二
日
目
の
「
朝
の
礼
拝
」

は
東
彩
子
西
南
女
学
院
キ
リ

ス
ト
教
セ
ン
タ
ー
長
・
大
学

短
期
大
学
宗
教
主
事
の
司
式

に
よ
り
、
ル
カ
福
音
書
17
章

20
～
21
節
か
ら
「『
神
の

国
』
は
、
わ
た
し
た
ち
の
間

に
」
と
題
し
て
奨
励
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
Ⅱ
は
奥
田
知
志
牧
師

に
よ
り
『
生
き
る
こ
と
に
意

味
が
あ
る
―
相
模
原
事
件
か

ら
考
え
る
―
』
と
題
し
て
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
代

日
本
の
孤
立
社
会
の
現
状
を

デ
ー
タ
で
明
示
し
、「
ホ
ー

ム
レ
ス（
社
会
的
孤
立
）」と

「
ハ
ウ
ス
レ
ス
（
経
済
的
困

窮
）」と
の
違
い
を
説
明
し
、

「
こ
の
人
に
は
何
が
必
要
か

？
」「
こ
の
人
に
は
誰
が
必

要
か
？
」
の
両
面
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
し
援
助
し
て
い
く
必

要
を
説
か
れ
ま
し
た
。
何
よ

り
も
「
出
会
い
」
を
大
切
に

し
、
出
会
っ
た
責
任
を
認
識

し
て
、
孤
立
・
困
窮
者
へ
の

伴
走
型
支
援
を
考
え
た
教
会

の
働
き
を
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
生
き
る
意
味
を
求
め
て

困
窮
の
中
に
あ
る
若
者
が
、

生
産
性
や
効
率
と
い
う
「
縦

の
成
長
」
に
は
困
難
が
伴
う

が
、
人
間
同
士
の
つ
な
が
り

の
中
で
「
横
へ
の
成
長
」
を

し
て
い
く
現
実
に
出
遭
い
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、
老
老
介

護
、
単
身
世
帯
の
増
加
と
孤

長
の
挨
拶
の
後
、
開
校
礼
拝

は
廣
川
和
行
折
尾
愛
真
中
学

校
・
高
等
学
校
宗
教
主
事
に

よ
り
、
聖
書
コ
リ
ン
ト
の
信

徒
へ
の
手
紙
一
13
章
１
～
３

節
よ
り
「
愛
が
な
け
れ
ば
」

と
題
し
て
奨
励
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　
講
演
Ⅰ
で
は
、
講
師
の
奥

田
知
志
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
連

盟
東
八
幡
キ
リ
ス
ト
教
会
牧

師
・
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
抱

樸
」
理
事
長
が
、『
一
人
に

し
な
い
と
い
う
救
い
―
困
窮

孤
立
の
社
会
を
生
き
る
た
め

に
―
』
と
題
し
て
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
奥
田
牧
師
は

学
生
時
代
か
ら
始
め
た
「
ホ

ー
ム
レ
ス
支
援
」
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
教
会
の
課
題
と
し
て
継

続
し
て
お
ら
れ
、
北
九
州
市

に
お
い
て
、
３
、
８
０
０
人

以
上
の
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
々

を
自
立
に
導
い
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
抱
樸
」
理
事
長
と
し
て

の
重
責
を
担
い
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組

「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
仕

　
「
希
望
と
喜
び
に
生
き
る

―
新
た
な
転
換
期
に
立
つ
キ

リ
ス
ト
教
学
校
」
と
の
主
題

の
も
と
、
７
月
27
日
（
木
）、

28
日
（
金
）
に
第
63
回
西
南

地
区
新
任
教
師
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
及
び
第
73
回
夏
期

学
校
が
北
九
州
市
の
「
ホ
テ

ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
小
倉
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
北
九

州
地
区
の
梅
光
学
院
、
西
南

女
学
院
、
折
尾
愛
真
学
園
が

当
番
校
と
し
て
集
会
の
運
営

を
担
当
し
、
１
０
０
名
の
参

加
者
で
し
た
。

　
新
任
教
師
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
開
会
礼
拝
で
李

泳
善
梅
光
学
院
大
学
宗
教
主

任
に
よ
り
聖
書
ヨ
ハ
ネ
福
音

書
15
章
５
節
か
ら
「
そ
の
ひ

と
は
豊
か
に
実
を
結
び
ま

す
」
と
の
奨
励
で
始
ま
り
、

そ
の
後
、
講
師
の
樋
口
紀
子

梅
光
学
院
理
事
長
・
院
長
・

学
長
・
校
長
が
「
キ
リ
ス
ト

教
学
校
で
働
く
意
義
」
と
題

し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
講
演
要
旨
は
１
．
キ
リ

ス
ト
教
学
校
設
立
の
歴
史
、

２
．
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育

同
盟
に
つ
い
て
の
歩
み
と
現

状
、
３
．
キ
リ
ス
ト
教
学
校

と
は
、
ま
た
そ
の
使
命
は
何

か
、
４
．
キ
リ
ス
ト
教
学
校

で
働
く
と
は
、
等
に
つ
い
て

話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
キ

リ
ス
ト
教
学
校
で
働
く
こ
と

に
関
し
て
、
①
神
の
存
在
を

意
識
し
て
生
き
る
、
②
神
様

か
ら
呼
ば
れ
て
就
い
た
仕

事
、
召
命
（calling

）
と

言
う
認
識
を
持
つ
、
③
生
涯

学
び
続
け
る
、
の
３
点
を
示

さ
れ
ま
し
た
。

　
夏
期
学
校
は
13
時
30
分
よ

り
、
樋
口
紀
子
夏
期
学
校
校

16
節
の
子
ど
も
を
祝
福
す
る

イ
エ
ス
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
結

び
つ
け
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

イ
エ
ス
に
触
れ
て
も
ら
お
う

と
し
た
親
と
子
を
学
校
に
送

り
出
す
親
と
を
重
ね
、
そ
れ

を
叱
る
弟
子
た
ち
に
イ
エ
ス

は
憤
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
弟

子
た
ち
が
「
チ
ー
ム
に
な

る
」
こ
と
を
求
め
て
い
た
か

ら
で
は
な
い
か
と
解
説
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
は
わ
た
し
た

ち
キ
リ
ス
ト
教
学
校
に
働
く

者
が
「
チ
ー
ム
に
な
る
」
こ

と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
研
修
で
、
か
つ
て

の
生
徒
と
教
師
が
「
今
の
わ

た
し
」
と
し
て
再
会
し
、
当

時
を
振
り
返
り
な
が
ら
語
る

こ
と
を
通
し
て
、
改
め
て
出

会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
わ
た
し
た
ち
に
と

っ
て
も
お
二
人
と
の
出
会
い

は
豊
か
な
も
の
で
し
た
。

　
講
師
も
参
加
者
も
共
に
学

び
、
共
に
成
長
す
る
夏
期
研

修
と
な
っ
た
こ
と
を
心
か
ら

感
謝
し
ま
す
。

�

相
澤
弘
典

〈
頌
栄
保
育
学
院
理
事
長
・

院
長
、
夏
期
研
修
会
実
行
委

員
長
〉

に
立
つ
キ
リ
ス
ト
教
学
校
」

の
も
と
、「
セ
ク
シ
ャ
リ
テ

ィ
ー
を
め
ぐ
る
私
た
ち
の
は

な
し
～
〝
生
徒
の
わ
た
し
〟

と
〝
教
師
の
わ
た
し
〟」
と

い
う
テ
ー
マ
を
設
定
し
ま
し

た
。
藤
井
航
氏
（
関
西
学
院

高
等
部
非
常
勤
講
師
）
と
土

井
直
彦
氏
（
関
西
学
院
千
里

国
際
キ
ャ
ン
パ
ス
宗
教
主

事
）
の
お
二
人
の
講
師
を
お

招
き
し
、
学
び
の
時
を
持
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
か
つ

て
藤
井
氏
は
横
須
賀
学
院
の

生
徒
、
土
井
氏
は
同
校
の
教

師
で
し
た
。
当
時
生
徒
で
あ

っ
た
藤
井
氏
が
抱
え
て
い
た

悩
み
や
葛
藤
を
率
直
に
言
葉

に
し
て
表
現
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
生
徒

の
現
実
に
対
し
て
教
師
が
連

携
し
な
が
ら
ど
の
よ
う
に
寄

り
添
い
、
関
わ
り
、
支
援
し

た
の
か
を
具
体
的
に
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
土
井
氏

は
チ
ャ
プ
レ
ン
と
し
て
、
ま

た
臨
床
発
達
心
理
士
の
資
格

　
関
西
地
区
協
議
会
主
催
の

夏
期
研
修
会
が
、
８
月
３
日

（
木
）
～
４
日
（
金
）
の
２

日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
例
年
、
会
場
は
京
都

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
し
た

が
、
今
年
度
は
学
校
法
人
同

志
社
の
御
協
力
を
得
て
、
同

志
社
大
学
今
出
川
キ
ャ
ン
パ

ス
で
の
実
施
と
な
り
ま
し

た
。

　
教
研
主
題
「
希
望
と
喜
び

に
生
き
る
―
新
た
な
転
換
期

と
お
話
し
く
だ
さ
り
、
そ
し

て
、
Ｈ
・
Ｗ
・
ロ
ン
グ
フ
ェ

ロ
ー
の
『
矢
と
歌
』
を
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　
朝
食
後
の
全
体
会
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
団
で
の
話
し
合

い
を
共
有
し
、
振
り
返
り
と

分
か
ち
合
い
の
時
を
持
ち
ま

し
た
。
岡
崎
一
実
委
員
（
関

東
学
院
）
に
よ
る
閉
会
礼
拝

で
今
年
の
新
任
教
師
研
修
会

は
終
了
と
な
り
ま
し
た
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
多
く
の
も
の
を
持
っ

て
新
任
の
先
生
方
が
そ
れ
ぞ

れ
の
学
校
に
戻
ら
れ
た
こ
と

と
思
う
と
と
も
に
、
次
年
度

も
多
く
の
参
加
者
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
祈
っ
て

お
り
ま
す
。�

小
島
和
夫

〈
頌
栄
女
子
学
院
中
学
校
・

高
等
学
校
教
頭
〉

で
、「
自
分
を
理
解
す
る
深

さ
で
し
か
、
他
人
を
理
解
で

き
な
い
」、「
聞
く
こ
と
も
大

切
だ
が
、
発
信
も
大
切
」
等

多
く
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
続
い
て
新
た
な
試
み
と
し

て
、「
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い

て
の
問
い
」
を
３
人
の
先
生

が
担
当
し
ま
し
た
。
ま
ず
、

高
橋
貞
二
郎
委
員
（
東
洋
英

和
女
学
院
）
担
当
で
『
キ
リ

ス
ト
教
Ｑ
＆
Ａ
』
と
い
う
テ

ー
マ
で
、
キ
リ
ス
ト
教
に
あ

ま
り
触
れ
た
こ
と
の
な
い
先

生
が
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て

聞
か
れ
た
場
合
に
何
と
答
え

れ
ば
良
い
か
な
ど
基
本
的
な

こ
と
を
、
次
に
、
伊
藤
委
員

担
当
で
『
キ
リ
ス
ト
教
に
つ

い
て
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
成
り
立

ち
や
そ
の
多
様
性
と
共
通

点
、
聖
書
の
授
業
に
つ
い
て

の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
大
橋
邦
一
委
員
（
静

岡
英
和
学
院
）
担
当
で
『
文

部
省
訓
令
第
十
二
号
』
に
つ

い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
詳
し
く

解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
分
団
協
議
や
フ

リ
ー
ト
ー
ク
の
時
間
な
ど

に
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見
交
換
・

情
報
交
換
を
行
い
、
新
任
の

先
生
方
に
と
っ
て
貴
重
な
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
朝
の
礼
拝
は
高

橋
委
員
の
担
当
で
、
水
漏
れ

バ
ケ
ツ
の
話
と
聖
書
か
ら
子

ロ
バ
の
話
を
通
し
て
、
神
様

は
私
た
ち
を
も
用
い
ら
れ
る

　
今
年
度
の
関
東
地
区
第
65

回
新
任
教
師
研
修
会
は
８
月

２
日
（
水
）
～
４
日
（
金
）

に
レ
ク
ト
ー
レ
湯
河
原
を
会

場
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
午
前
中
、
東
海
道
線

が
不
通
と
な
る
ト
ラ
ブ
ル
が

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
参

加
予
定
者
全
員
が
定
刻
に
は

揃
い
、
清
水
広
幸
委
員
長

（
聖
学
院
）
の
「
皆
さ
ん
と

対
面
で
研
修
す
る
機
会
を
持

て
て
本
当
に
良
か
っ
た
」
と

い
う
挨
拶
で
研
修
会
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　
関
東
学
院
の
伊
藤
多
香
子

委
員
に
よ
る
開
会
礼
拝
、
清

水
氏
に
よ
る
ア
イ
ス
ブ
レ
イ

ク
に
続
き
、
廣
瀬
薫
学
園
長

（
恵
泉
女
学
園
）
に
よ
る

『
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
師
と

し
て
～
尊
い
い
の
ち
を
大
切

に
生
か
す
～
』
と
い
う
テ
ー

マ
で
主
題
講
演
が
行
わ
れ
、

「
教
会
は
上
、
キ
リ
ス
ト
教

学
校
は
下
」
と
考
え
る
教
会

・
神
学
校
も
あ
る
が
、
そ
れ

は
間
違
い
で
あ
る
と
、
キ
リ

ス
ト
教
学
校
の
働
き
の
大
切

さ
を
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
二
日
目
の
朝
の
礼
拝
は
久

保
哲
也
チ
ャ
プ
レ
ン
（
聖
学

院
）
の
担
当
で
、「
こ
の
世

は
理
不
尽
だ
が
、
隣
に
神
様

が
い
る
と
い
う
こ
と
を
教
え

て
い
く
の
が
キ
リ
ス
ト
教
学

校
の
使
命
で
あ
る
」
と
い
う

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
朝
食
後
は
、
鈴
木
泉
先
生

（
横
浜
共
立
学
園
）
と
楠
山

玲
先
生
（
捜
真
学
院
）
に
よ

る
発
題
講
演
『
私
の
経
験
』

夏期研修会報告夏期研修会報告
〈地区開催〉〈地区開催〉

『キリスト教学校教師として』
〜尊いいのちを大切に生かす〜

第65回第65回
新任教師研修会新任教師研修会

関東地区

セクシャリティーをめぐる私たちのはなし
〜“生徒のわたし”と“教師のわたし”

第65回夏期研修会第65回夏期研修会
関西地区

希
望
と
喜
び
に
生
き
る

―
新
た
な
転
換
期
に
立
つ
キ
リ
ス
ト
教
学
校

第第
6363
回
新
任
教
師

回
新
任
教
師

　
　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

第第
7373
回
夏
期
学
校

回
夏
期
学
校

西南地区

樋
口
紀
子
氏
に
よ
る
挨
拶

奥
田
知
志
氏
に
よ
る
講
演　

「抱樸」について解説
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立
、
経
済
的
困
窮
等
々
日
本

社
会
の
抱
え
る
諸
問
題
が
、

自
己
責
任
に
よ
っ
て
片
づ
け

ら
れ
る
社
会
風
潮
の
中
で
、

社
会
全
体
で
助
け
合
い
、
共

に
生
き
る
た
め
の
「
家
族
機

能
の
社
会
化
」
が
必
要
で
あ

る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
相
模
原
事
件
」

の
犯
人
と
の
面
会
を
通
し

て
、
犯
人
の
「
生
き
る
意
味

の
無
い
命
は
殺
す
」
こ
と
が

「
公
益
の
た
め
」
で
あ
り
自

分
は
良
い
、
意
味
の
あ
る
こ

と
を
し
て
い
る
と
の
主
張
に

驚
愕
し
、「
生
き
る
こ
と
に

意
味
が
あ
る
」「
生
き
る
意

味
を
知
る
に
は
他
者
性
が
必

要
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

「
困
難
の
中
で
見
出
す
一
人

ひ
と
り
の
存
在
」
と
し
て

「
共
生
社
会
」
と
「
人
」
が

あ
り
の
ま
ま
に
存
在
す
る
価

値
を
見
い
だ
し
、「
こ
の
子

ら
を
世
の
光
に
」
と
唱
え
た

「
社
会
福
祉
の
父
」
糸
賀
一

雄
の
話
を
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
ル
カ
福
音
書
15
章
11
節

「
放
蕩
息
子
」
の
物
語
や
創

世
記
１
章
31
節
「
神
が
造
っ

た
す
べ
て
の
も
の
を
見
ら
れ

た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
、
は
な

は
だ
良
か
っ
た（
口
語
訳
）」

と
の
み
言
葉
か
ら
、「
世
界

は
肯
定
と
祝
福
で
始
ま
っ

た
」
と
の
普
遍
的
価
値
に
戻

る
必
要
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
講
演
後
の
全
体
協
議
会
で

は
各
分
団
で
話
し
合
わ
れ
た

内
容
の
発
表
が
あ
り
、
講
演

内
容
は
学
校
現
場
で
学
生
生

徒
の
指
導
に
役
立
つ
内
容
で

あ
っ
た
と
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。
閉
校
礼
拝
は
、
楊
周

漢
折
尾
愛
真
短
期
大
学
宗
教

主
任
が
マ
ル
コ
福
音
書
８
章

36
節
・
ル
カ
福
音
書
12
章
15

～
21
節
か
ら
「
メ
メ
ン
ト
モ

リ
、
命
の
価
値
」
と
題
し
て

奨
励
が
行
わ
れ
た
後
、
様
々

な
思
い
を
胸
に
感
謝
の
内
に

無
事
閉
校
し
ま
し
た
。

�

増
田　
賜

〈
折
尾
愛
真
学
園
副
理
事

長
〉

（
３
面
よ
り
つ
づ
く
）

　
本
校
に
転
任
し
て
き
た

と
き
驚
い
た
の
は
、
と
に

か
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

へ
の
参
加
が
非
常
に
活
発

で
あ
る
こ
と
で
す
。
今
で

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

を
呼
び
か
け
る
や
い
な

や
、
生
徒
た
ち
が
群
が

り
、
人
数
制
限
の
あ
る
活

動
は
さ
な
が
ら
争
奪
戦
の

よ
う
で
す
。

　
遺
愛
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
取
組
み
は
全
校
あ
げ

て
の
も
の
（
毎
年
６
月
に

有
志
約
五
百
名
が
町
内
清

掃
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期

に
市
内
十
数
か
所
で
キ
ャ

ロ
リ
ン
グ
等
）
の
ほ
か

に
、
外
国
客
船
来
港
時
通

訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
通
称

「
客
ボ
ラ
」）
は
英
語
科

の
生
徒
た
ち
の
大
き
な
入

学
動
機
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
ほ
か
に
も
有
志
生
徒

に
よ
る
活
動
が
あ
り
、
そ

の
中
心
的
役
割
を
果
た
し

て
い
る
の
が
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
で

す
。

　
本
校
の
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
歴

史
は
古
く
、
そ
の
始
ま
り

は
１
８
９
９
年
（
明
治

32
）
の
「
王
女
会
」
の
設

立
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

当
初
は
函
館
市
内
で
日
曜

学
校
を
開
催
し
、
針
仕
事

に
励
ん
で
年
一
回
の
バ
ザ

ー
を
催
し
て
い
た
よ
う
で

す
。
明
治
40
年
以
降
に
な

る
と
毎
週
裁
縫
室
に
集

い
、
手
仕
事
の
ほ
か
に
祈

り
会
を
開
き
、
花
を
携
え

て
の
病
者
慰
問
も
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

１
９
１
６
年
（
大
正
５
）

以
降
は
基
督
教
女
子
青
年

会
（
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
）
に
改
組

さ
れ
、
昭
和
に
入
る
と
出

征
者
家
族
の
た
め
の
音
楽

会
な
ど
も
催
す
よ
う
に
な

り
ま
す
が
、
戦
時
下
で
は

生
徒
会
と
も
ど
も
改
名
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
年
は
市
内
の
町
会
や

函
館
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
、
そ
の
他

各
種
団
体
か
ら
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
呼
び
か
け
に
応

え
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
対

面
の
活
動
は
叶
わ
な
く
な

り
ま
し
た
。
そ
の
頃
行
っ

た
の
が
、
感
謝
と
激
励
を

届
け
る
活
動
で

す
。
２
０
２
０
～

２
１
年
に
は
、
医

療
従
事
者
に
感
謝

と
応
援
の
気
持
ち

を
届
け
る
た
め
、

市
内
６
か
所
の
総

合
病
院
に
計
千
枚

以
上
の
ク
リ
ス
マ

ス
カ
ー
ド
と
生
徒

た
ち
が
刺
し
た
刺
繍
の
オ

ー
ナ
メ
ン
ト
を
送
り
ま
し

た
。
刺
繍
指
導
は
卒
業
生

が
担
っ
て
く
れ
、
準
備
も

と
て
も
楽
し
い
も
の
で
し

た
。
女
子
生
徒
の
色
鮮
や

か
な
イ
ラ
ス
ト
と
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
大
変
喜
ば
れ
、
患

者
さ
ん
に
披
露
し
て
く
だ

さ
っ
た
病
院
も
あ
り
ま
し

た
。

　
今
年
に
入
っ
て
か
ら
は

対
面
の
活
動
が
再
開
さ

れ
、
雪
か
き
に
出
か
け
た

り
、
町
会
の
敬
老
の
日
お

祝
い
の
手
伝
い
、
子
育
て

マ
マ
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

で
保
育
な
ど
の
機
会
に
恵

ま
れ
て
い
ま
す
。
函
館
マ

ラ
ソ
ン
で
は
約
八
千
人
の

ラ
ン
ナ
ー
に
メ
ロ
ン
と
ス

イ
カ
を
配
り
ま
し
た
が
、

地
元
の
高
校
生
の
も
て
な

し
が
好
評
だ
っ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。

　
嬉
し
い
こ
と
に
部
員
は

年
々
増
え
て
、
高
校
生
76

人
の
大
所
帯
に
な
り
ま
し

た
。
建
学
の
精
神
「
信
仰

・
犠
牲
・
奉
仕
」
を
実
践

す
る
生
徒
た
ち
が
育
ま
れ

る
よ
う
に
、
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
が

用
い
ら
れ
た
ら
と
祈
っ
て

い
ま
す
。�

百
武
真
由
美

〈
遺
愛
女
子
中
学
校
・
高

等
学
校
宗
教
主
任
〉

　
各
地
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
流
行
注
意
が
呼
び
か
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
同
時
に
コ
ロ

ナ
は
エ
リ
ス
株
を
主
と
す
る

第
９
波
と
の
こ
と
、
小
職
も

８
月
に
罹
患
し
ま
し
た
。
や

は
り
用
心
が
必
要
で
す
。

　
今
夏
は
ほ
ぼ
全
て
の
研
修

会
が
２
０
１
９
年
以
来
の
通

常
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
対

面
で
の
豊
か
さ
を
実
感
し
つ

つ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
、
デ

ジ
タ
ル
記
録
の
保
存
対
応
を

進
め
ま
す
。

　
今
号
は
研
修
会
の
実
り
が

満
載
、
参
加
者
の
学
び
の
概

要
を
分
か
ち
合
い
ま
す
。
次

回
の
開
催
に
は
更
に
多
く
の

出
会
い
と
学
び
が
与
え
ら
れ

ま
す
様
に
、「
公
立
学
校
を

凌
駕
す
る
キ
リ
ス
ト
教
学
校

教
育
」
の
為
に
歩
ん
で
ま
い

り
ま
し
ょ
う
。�

事
務
局
長

と
し
て
利
用
し
て
い
る
学
校

や
、
卒
業
後
に
も
キ
リ
ス
ト

教
知
識
の
参
考
書
と
し
て
大

事
に
す
る
よ
う
指
導
し
て
い

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　
優
れ
た
特
長
を
持
つ
本
書

は
多
く
の
生
徒
の
学
習
に
用

い
ら
れ
て
い
て
、
聖
書
科
授

業
の
共
通
化
を
す
す
め
、
同

盟
加
盟
校
の
連
帯
を
深
め
る

役
割
も
果
た
し
て
き
ま
し

た
。

　
本
書
で
引
用
す
る
聖
書
箇

所
は
２
０
１
５
年
刊
行
以
来

の
新
共
同
訳
に
加
え
て
、
２

０
２
１
年
か
ら
聖
書
協
会
共

同
訳
が
加
わ
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
利
用
の
な
か
っ
た
学

校
で
も
活
用
を
検
討
の
場
合

は
、
発
行
・
販
売
の
創
元
社

ま
た
は
同
盟
事
務
局
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

創
元
社 

℡06-6231-9010
https://www.sogensha.co.jp/

　
教
育
同
盟
聖
書
科
部
会
に

よ
っ
て
執
筆
・
編
集
さ
れ
た

「
聖
書
科
教
科
書
」
が
、
来

年
２
０
２
４
年
に
発
刊
10
年

目
を
迎
え
ま
す
。
本
書
は

『
キ
リ
ス
ト
教
入
門
』『
旧

約
聖
書
の
教
え
』『
新
約
聖

書
の
教
え
』
か
ら
成
り
、
現

在
、
同
盟
加
盟
学
校
の
約
50

校
で
教
材
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
聖
書
科
の
先
生
方
に
お
尋

ね
し
た
と
こ
ろ
、
主
に
中
１

か
ら
高
３
で
採
用
さ
れ
て
お

り
、
特
に
中
１
・
２
、
高
１

で
の
使
用
が
多
く
、
基
本
的

な
事
項
が
簡
潔
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
、
普
遍
的
で

偏
り
の
な
い
内
容
で
あ
る
こ

と
、
写
真
や
図
の
使
い
や
す

さ
等
を
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
活
用
方
法
と
し
て
は
、
聖

書
科
授
業
で
教
科
書
・
副
教

材
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お

り
、
新
入
生
の
た
め
の
手
引

き
、
人
物
史
な
ど
の
ト
ピ
ッ

ク
、
定
期
試
験
の
範
囲
と
し

て
の
利
用
、
３
年
間
か
け
て

シ
ラ
バ
ス
に
組
み
入
れ
て
の

読
み
込
み
な
ど
、
多
様
な
使

い
方
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
複
数
の
教
員
で
授
業

を
担
当
す
る
際
の
共
通
項
目

わ
た
し
た
ち
の
奉
仕
活
動

わ
た
し
た
ち
の
奉
仕
活
動

人気殺到の人気殺到の
ボランティアボランティア

遺愛女子中学校・高等学校遺愛女子中学校・高等学校

病院の壁一面に掲示された
クリスマスカード

ランナーに果物を配る生徒

函館市内の総合病院に送っ
た刺繍のオーナメント

教育同盟編集「聖書科教科書」教育同盟編集「聖書科教科書」
2024年に発刊10年目へ2024年に発刊10年目へ

新共同訳版

聖書のことば　「あなたがたは地の塩である。あなたがたは世の光
である。」� （マタイによる福音書５章13～16節より）

　島根県の日本海に面する山の中、日本一小さな全寮
制の高校があります。私はそこで、聖書科と「地塩
寮」という男子寮の寮監を担当し、生徒たちと寝食を
共にしています。キリスト教学校という教育と祈りの
場であると同時に、建前の通じない生活共同体でもあ
ります。
　イエスが語られた「地の塩、世の光」の言葉を、ど
のように読まれるでしょうか。イエスは、「この世に
おける塩や光のような存在になりなさい。人の身体や
生活に必要不可欠なものに。周りを照らし、行く道を
示すものに。」と語ったのでしょうか？「地の塩、世
の光のような人とは？」と尋ねれば、返答は有名人や
歴史に残る偉人の名。果たしてイエスは「そのように
なりなさい」と語り得たでしょうか？
　イエスと共にいた弟子や民衆たちは当時、社会的な
困難さや理不尽な差別から大変な生きづらさを抱えて
いました。明日を生きる希望もなく助けを求める人々

を前に、イエスが「努力して立派になれ！」と頭ごな
しに語るとは考えにくくあります。そしてよく読め
ば、「なりなさい」ではなく「（すでにそう）である」
と言い切っています。
　「あなたは地の塩、世の光である。」この言葉は、
こうすれば塩になれる、これがあれば光になれる、と
いう努力目標の類を越えた、あなただけが持つ命その
ものへの祝福ではないでしょうか。「ただあなたが生
きてくれているだけで私の毎日は味気あり、心はホッ
と温かい。」という、イエスからの根源的な生命賛歌
に読み取れます。
　時代と人の心が捻じ曲がり、命の軽重が問われるよ
うな社会になるほど、それでもあなたに生きてほしい
んだと当たり前のことを語る重要性は高まっていま
す。「生きろとか、よくもそんな綺麗事を！」と迫ら
れても、いつもどこかで安心しているのは、その命、
あなたこそ大切なんだと真面目な顔して語る準備が二
千年前からすでにできている。今日もこの命を大切
に、目の前の命に心込め、共に歩みたいと思います。
� 〈キリスト教愛真高等学校聖書科教諭／寮監〉野間　陸

準備はすでに
できている

聖書協会共同訳版

研
修
案
内 

申
込
み
締
切
日
が
近
づ
い
て
い
ま
す

第
65
回
中
高
研
究
集
会

日
程
＝
10
月
26
日（
木
）～
27
日（
金
）

締
切
＝
10
月
16
日（
月
）

会
場
＝
北
星
学
園
女
子
中
学
高
等
学
校

第
９
回
キ
リ
ス
ト
教
看
護
教
育
推
進
会
議

日
程
＝
11
月
11
日（
土
）　

締
切
＝
10
月
21
日（
火
）

会
場
＝
ホ
テ
ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
小
倉

＊�
教
育
同
盟
Ｈ
Ｐ
「
教
職
員
の
方
へ
」
→
「
同
盟
事
務
局
」
→
「
各
集
会

案
内
・
連
絡
事
項
」
で
要
項
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
申
込
み
用
フ
ォ
ー
マ

ッ
ト
に
も
入
れ
ま
す
。

＜行事予定＞
10／26～27　第65回中高研究集会
� （北星学園女子中学高等学校）
11／3～4　第65回学校代表者協議会
� （自由学園）
　　11　　　�第９回キリスト教看護教育�

推進会議� （折尾愛真学園）
　　1８　　　�キリスト教学校教育懇談会�

第21回講演会� （オンライン）
202４年
1／12～13　第66回小学校代表者研修会
� （青山学院横浜英和小学校）
６／７～８　第112回定時総会
� （関東学院関内キャンパス）


